
北海道運輸局では、将来を担う若い学生が実際に運航する船舶の中で船員の仕事を体験することにより、職業を選択する
うえで、船員という職業を選択肢の一つに考えてもらうことを目的として、海運事業者の協力のもと、水産系高校生等を
対象に就業体験（インターンシップ）を実施しています。

船員（船内業務）に関するインターンシップ

日 程 ： 令和５年８月７日（月）～８月９日（水）
場 所 ： 新日本海フェリー 小樽～新潟航路 船内
受入企業 ： フェリーサービス株式会社（新日本海フェリーでサービス部門を担当）
参加生徒 ： 北海道厚岸翔洋高等学校海洋資源科（調理コース）３年生４名
主 催 ： 北海道運輸局
協 力 ： 北海道海事産業人材確保・育成推進協議会

実施概要

フェリーサービス株式会社の協力により、北海道厚岸翔洋高等学校海洋資源科（調理コース）３年生４名が、小樽～新潟
（往復）を運航する新日本海フェリー（らべんだあ）船内において、司厨部（調理関係）の業務などについて、説明を受
け、実習を体験しました。

参加した生徒は、普段の生活の場とは異なる船内にはじめは緊張した様子でしたが、乗組員の丁寧な指導もあって次第に
船内の環境にも慣れていき、効率良く作業を進めることができるようになりました。『インターンシップで感じることが
できた緊張感や達成感は今後の就職や学校生活に役立てていきたい』といった感想も寄せられました。

実習風景


